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一般財団法人長崎県子ども会育成連合会

会長  北御門 長蔵

関係の皆様方には、日ごろから県子連の事業や活動に対しご支援ご協力賜り、厚く御

礼中し上げます。今年度は、全国的に猛暑が続き、子ど1)達 も活動中における熱中症に

なつたりで、たいへんであったと思います。

さて、一般財団長崎県子ども会育成連合会は 1969年 (昭和 44年 5月 )に、長崎県子
ども会育成連合会として設立され、来年 5月 に 50周年という大きな節目の年を迎えることとなりました。
子ども会が発足した当初は、地域社会の中での子どもたちの生活をきまり正しいものにしようということ

から始められました。その後は、子ども会の育成を願つて各市町村の地域内において連帯が生まれ、それが

広がって全県的なつながりが強くなり、「ふるさとづくりJの上からも極めて重要なことから結成されたの
です。したがって、子ども会の歴史そのものは多くの皆さんの手に支えられて今日の子ども会が育ち、その

位置を占めるまでになつてきたということができます。この機に、50年を ―つの 「節日Jと して歩んでき
た道を振り返り、新たにこれから進む方向を求め合うことは、今後の子ども会の発展の基になると考えます。

各市町子連においても会員数の減少や部活・塾などにより、単位子ども会での活動ができにくくなったな

ど、以前とちがって複雑化した社会情勢の中での子ども会活動には、厳しい諸条件等が立ちふさがっていま

す。 しかしながら、子ども会に期待を寄せる周囲の声も現にあります。
いろいろな活動を通して友情・奉仕・鍛錬 「たくましく・心やさしく。みんなと手をつなげる人」や思い

やりのある子どもに育ててほしいという願いから、県子連としても、様々な体験学習ができるよう、また、
子どもたち自らが子ども会の楽しさや仲間づくりの大切さ及び子どもたちによる活動の必要性を身に付け、
学校や地域での活動に活かすことができるような事業を実施しています。新上五島町におけるジュニア・リー

ダー研修会や古来から地域に伝わる郷土芸能の伝承活動の発表大会を実施しており、「子どもの心にふるさ
とを」を合言葉に、素晴らしい地域の伝統を守り育てていくことも大切な役害Jだ と考えています。
子どもたちを取り巻く様々な問題が現実として起こっている現在、子どもたちにとって望ましいことは何
なのかを求めて魅力ある子ども会活動を実践し定着させてこられた諸先輩の皆様の心を忘れることなく精進
し、また、あらたな一歩を踏み出していくことが、私たち指導者・育成者に課せられた課題ではないかと考
えています。

【平成 30年度(下
｀
「期)の にな事業】

①全子連 シニア・ リーダー研修会
②九子連会長 事務局長会議

9/22(土 )～ 23(日 )  1 国立オ リンピック記念センター
10/26(`、 )

③九州地区子ども会育成研究協議会

C長崎県子どt)会伝承芸能大会

⑤長崎県子ども会指導者・育成者研修会

⑥第52回全国子ども会中央会議研究大会

10/27(土 )^´ 28(H)

1/20(日 )

別府市公会堂

島原市 :有明総合文化会館

松浦市 :東部交流センター2/17(日 )

2/23(土 )～ 25(月 )

118(4ヽ ,①県了連第 2い 理事会
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理事会及び評議員会の決議により、副会長

の 1名 増が決定され、島原市の山下徳美理事
が新たに副会長に就任 しました。

県子連理事 。監事

また、県子連の専門委員 3る の うち 2名 が

交代 しました,

専門委員 (県子連委嘱)

なお、県子連の理 事:、 監事、 LH間、中j[門委
員の任期は平成 29年度から平成 30年度末の
2年間となっています。

これまで年度はじめに、3枚綴 りの用紙で
行つていた 「全国子ども会安全共済会」への

カロ入登録手続きが、今後、パソコンによるデー

タ入力の方法でも行えるようになります。

新システムは、単位子ども会の代表者が企

国子 ども会のデータベースにある様式にアク
セスした後、加入申込書・加入名簿・年間行

事計画に直接入力できるようにするシステム

です。

新システム (データ入力)が利用できない
子 ども会は、従来通 り、3枚綴 りの用紙に直
接記入 し、加入 。登録を行 うことができます。

新システム利用の案内・入力方法は、今後、

あらためてお知らせ します。

平成 30年 6月 1日 (金 )、 長崎市「えきまえJ
いきいきひろばにおいて、長崎県 子どt)会育

成連合会の第 1回理事会と評議員会を開催 し
ました。

県教育庁生涯学習課長 「山口千樹」様、県
こども未来課長 「濱野 靖」様にもご来賓と
して出席いただき、ご祝辞をいただきました。

本年度役員の一部交代があり、県子連の評

議員・理事・監事は、 F記のとお りです。

県子連評議員

県子連評議員の任期は、平成 29年度か ら
平成 32年度末までの 4年間となつています。

顧 問

備 考
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北御 P句長蔵

久米   '
諫 早 市
長 崎 市

理轟 長)1河内 秀之 佐 1比 保 市
理事 (副 l会長 ) 山 下 徳共 島 原 市 就任
理  事 三浦 正 三 長 崎 市
理   事 岩永 耕一 平 戸 市 (力「)

理   事 松 ド ー徳 長  与 町
理  事 中野 博 喜 新■i五島町

監  事 ＋
リ
■
Ｔ十日 正春 長 崎 市

監   事 里見 浩則 長 崎 市

,指考

長 崎 市 谷内 貴代
佐 世 保 市 小田 党 」
島 原 市 上田すず子
諌  早 市 4‐場加代 r

大 村 市 川竹 成稔
平 戸 市 円口 良祐
松 浦 市 川 田 そ ら
対 馬 市 春田 新一
壱 I皮  市 1 口 1有 二

五 島 市 IH中 重 |よ
西 海 市 荒木 11満 (谷 日 剛 ) (新 )

雲 仙 市 中島泰二郎
南 喘 原 市 中島 和久
長 与 町 田中 直登
Htt  i71  田丁 脇

ム
［

Ｌ
日

東 彼 杵 田T 長 岡 菜 月

川 棚 町 一ノ瀬正章
小 値 賀 田∫ 吉元 勝信
佐 々 町 立石  徹
新上五島町 花田 新助

(小谷富敏 )
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平成30年度 長崎県 rども会育成連合会
★ 第 1回理事会

★  評 議 員 会

安全共済会登録事務に新システム導入

選出地区 1 評議員 (旧 評議員 )

役 職  1氏 名 地  区
長  崎  市 1水谷 十子
長 崎  市 1牛津 武聰 (石橋 ―夫 ) (新 )
諫  早  市 1平屋  仁 {新 )

役 l■i  l 氏 卒| 1也 区 1市考

顧   問 中島 公彦 長 崎 市



平成 30年度 長崎県子ども会
ジュニア・リーダー研修会

雹儀さt｀撃や

今年度の長崎県ジュ

ニア・ リーダー研修会

は、小中学生 52名 、シ

ニア・ リー ダー 1名 、

1
シェア・ リーダー指導

員2名 、班付指導者 7夕I、

県子連役員 7名 の計 69

名の参加を得て、8月 10日 か らの 2日 間、県立

上五島海洋青少年の家で実施 しました。

台風 14号の接近により、残念ながら 1日 短縮
して 2日 間日程の実施となりました。

今回協力してくれた高校生のシニア・ リーダー

は 1名 でしたが、すべての活動の進行をしてくれ

ました。

地引き網の体験はできませんでしたが、シーカ

ヤックやシュノーケリング、海水浴など海の活動

は実施することができました。その他、クラフ ト

では「うどんすくい作 りJや 「ジュニア・リーダー
の役割Jな どの実技講習で研修を深め、各地区で
の子ども会活動に活かせる力を身に付けることが

できました。
地元青少年育成連絡協議会や教育委員会並びに

海洋青少年の家の皆様の献身的なご協力に深く感

謝申し上げます。

‐
IJ鰹

は九州各県から中高生ジュニア・リーダー約 240

名、指導者約 50名 の計 290名 の参加を得て、8

月 17日 ～ 19日 の 3日 間、福岡県立社会教育総合

センターで開催されました。

長崎県からは、県内 3地区から 5名 の中高生の

ジュニア・ リーダーと2名 の指導者の計 7名 が参

力日しました。

長崎県の参加者が少なかつたのですが、一人ひ

とり進んで交流の輪の中に入り、積極的に活動し

ていました。
今年度の大会から、レク中心から研修中心へと

大会内容を変化させ、ジユニア・リーダーとして

の資質の向上を目指した大会になりました。さら

に充実感が味わえ、絆を深めることができた大会

となったことでしょう。

来年は佐賀県開催です。県内の中学生
。高校生

のジュニア・ リーダーのたくさんの参カロをお待ち

しています。

長崎県子連ニユース No 40■  ■  ■  ■  ‐■ ■ ‐

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ |■||■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ●|■ ■ =■
■



6月 16日 (土 )、 安全啓発初級指導者養成講

習会を長崎市で実施 しま した。長崎県内か ら

13名 の受講者が、カ リキュラムに従い講習を

受けま した。

講師は、中級指導者の

資格をもつ 「和泉徳仁 J

様 と「梶 聖悟」様が務
めました。

終 日にわたる講習によ

り、全員が修了証を受け、

後 日、全国子 ども会から

初級指導者認定証が発行

されました。今後は、各

市町の子ども会で、安全啓発活動の指導者 とし

て活躍されることと期待 しています。

9月 1日 (十 )か ら 2
日 (日 )の 2日 間にわた

り、九州地 区の中級指

導者養成講習会が、長

崎市で開催 されました。

九州各県から 13名 、 うち長崎県内からは 8名

の受講者が講習を受けま した。九州内の上級

指導者の資格をもつ 5

名の講師が担当しまし

た。皆 さんは、濃密な

カ リキュラムを終始熱

心 に受 講 してい ま し

た。

仝員に修了証が渡 さ

れ、今後、中級 の資格

認定を受ける予定です。

(資格認定には、初級認

定後、2午間経過するこ
とが必要です。)

長崎県子ども会育成連合会は、平成 30年
度から、「長崎県子ども会リーダークラフJ

を組織することになりました。

(年度初めの理事会及び評議員会で協議のう

え、決定されました。)

1 その目的は

■子どもの手による子ども会を進めるため

に、子ども会のリーダーを育てる。
12)県 内各市町子連に「ジュニア リーダー
の組織Jや 「シニア リーダーの組織J
をつくる。

●全国子ども会や九州地区子ども会のジュ

ニア リーダーやシニア リーダーの活
動に参カロする。

2 その組織は

長崎県子ども会リーダークラブは、「ジユ

ニア リーダー部」と「シニア リーダー部J
で編成します。

C,ジ ュニア リーダー部
市町子連のジュニア リーダー組織に
所属している中学 高校生全員
子ども会に所属している中学 高校生
で推薦を受けた者

●シエア リーダー部
市町子連のシエア リーダー組織に所
属している高校卒業以上の学生または

社会人の全員

高校卒業以上の学生または社会人のう

ち、推薦を受けた者

3 部員募集

※ 各市町子連事務局が受け付けています。

(募 集 は、平成 30年 9月 21日 で、一旦、
集約されますが、その後の申し込みも、そ

のつど受け付けています。)

長崎県こども会

り‐ダニ・クラブ部員募集
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